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１年「なかよしあつまれ」 教科書Ｐ１～Ｐ９   （４時間扱い→４時間で実施） 
教科書 教師の手立て 期待する児童の意識 

 
 ポイント１ 

（絵を見て、自由に発表させ
ながら、「◯◯が△△してい
る」の語形ではなしをさせて
いく） 
 
 
 
 

ポイント２ 
（話の場所を◯印でおさえて
囲み、その都度確認すること
で、同じはなしがでないよう
にする） 
 

ポイント３ 
（「何が」について、確認しな
がら、「何」の仲間を意識させ
ていく） 
 
 

ポイント４ 
（左右の絵を見せながら、「同
じ絵ですか」と問うことで、違
いがあることを子どもが発見
し、指摘する間合いを確保す
る） 

ポイント５ 
（出された意見を全員に確認
しながら、「同意」を求めてい
くことで、その子なりの思考・
判断・表現の場として設定し
ていく） 

 
問１ 「どんなものが、何をし
ているか見てみましょう。みつ
けたものをお話ししてくださ
い」教科書Ｐ１について 
 
（留意点） 
・「何が、どうしている」 
・「何が、どんな様子だ」など 
を補足しながら説明させる。 
・どこの場所にそれが描かれて
いるのか、◯印をつけて確認し
ていく。 
・子どもには、一緒に◯を教科
書に囲ませていく。 
※「何が」について、同じもの
を囲ませながら、１つの仲間
（集合）としてとらえさせてい
く。「形や動き、向き、位置を捨
象して、１つの集合として捉え
させていく」 
 
問２ 「左と右の絵を見て、ど
こがどう変わったのか見つけ
てお話ししましょう。」 
 
 
（留意点） 
・数の増減については、数を言
った場合も認める。 
・変化の場所を囲みながら、全
員の納得を得ながら、話を進め
ていく。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・くまが入学式をしている。 
・お父さんが写真を撮っている。 
・チューリップが、咲いている。 
・チョウが飛んでいる。 
・小鳥が飛んでいる。 
・桜が咲いている。 
・花びらが散っている。 
・校門に花が飾っている。 
・風船が飛んでいる。 
 
（発言） 
・チョウの数が減ったよ。 
・小鳥の数が増えたよ。 
・飛ぶ小鳥の羽根の向きが変わっ
た。 
・桜の花びらの数が増えたよ。 
・咲いているチューリップの数が増
えたよ。 
・花壇が小さくなったよ。 
・入口の玄関のドアが開いたよ。 
・右の黄色い風船の１つがさんかく
になったよ。 
・左の青い風船が上に上がったよ。 
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ポイント６ 

（「違う」というだけでなく、
「どう違う」「どう変わった」
のかについて問いかけること
で、「増減」「大小」「変形」な
どの視点から数量の変化をと
らえる素地を身につけてい
く） 
 
 
 

ポイント７ 
（同じ特徴をもつ「仲間」とし
ての概念が養われるように、
同じ仲間と言えるわけも問い
かけながら学習をすすめる） 

ポイント８ 
（「仲間」と言えるものにおは
じきを置かせることで、判断
する力を培っていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント９ 
（「仲間」といえるものを見つ
けることを発展させていく） 
 
 

 
・「増えた・減った」「大きくな
った・小さくなった」「形が変わ
った」などの言葉について、自
由に見つけさせながら、算数を
学ぶ上での基盤となる言葉の
概念を養っていくようにする。 
・左・右がわからない児童には、
黒板に「ひだり」「みぎ」を書い
て知らせるとよい。 
 
 
問３ 「いろいろな仲間」をみ
つけよう。どんな仲間が見つか
るかな。 
 
・左の絵を見て、「チョウ」の仲
間に、１つずつおはじきを置き
ましょう」 
 
 
・右の絵を見て、小鳥の仲間に、
おはじきを１つずつ置きまし
ょう。 
 
 
・右の絵を見て、咲いているチ
ューリップの仲間におはじき
を１つずつ置きましょう。 
 
 
問４ 他には、どんな仲間がい
るかな、 
 
 
 

・看板の△の数が増えたよ。 
・看板の下についていた花が落ちた
よ。 
・看板の長さが長くなったよ。 
・桜の木の大きさが大きくなった
よ。 
・校舎の窓の形がさんかくになった
よ。 
など。 
 
 
 
 
 
 
 
（数学的活動） 
・チョウとおはじきを一対一対応さ
せる。 
 
 
・小鳥とおはじきを一対一対応させ
る。 
 
 
 
・チューリップとおはじきを一対一
対応させる。 
 
 
・くまの仲間 
・風船の仲間（色の視点を入れる場
合と入れない場合も確認するとよ
い。「風船」「赤い風船」「青い風船」
なと…。） 
・桜の仲間（１本も仲間） 
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ポイント 10 

（「仲間」を見つけたり、「仲
間」の様子が変わったりする
ことを見つける勉強をしたこ
とを振り返る） 
 
 
 
 
第２時 「なかよしあつまれ」 
教科書Ｐ３～Ｐ４～Ｐ５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント１ 
（「花」といえる仲間を抜き出
させていく） 
 
 
 

ポイント２ 
（チューリップの仲間を「咲
いている」「咲いていない」と
いう視点から、さらに仲間分
けをさせる） 
 

※「いろんな仲間」が「いろん
なことをしたりしていた」ね。
また、「左と右では、いろんなこ
とが変わっていた」ね。 
とてもいっぱい見つけたり、お
はなしできたりしたね。楽しか
ったね。 
など、振り返りと評価を行う。 
 
 
問１ 「どんなものが、何をし
ているかな。絵を見ていっぱい
お話ししましょう」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・どんな花がありますか。 
 
 
・みんな「花」の仲間といって
よいですか 
 
・チューリップには、どんな仲
間がありますか。 
 
・咲いているチューリップに、
１つずつおはじきを置きまし
ょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・子どもたちが、気球に乗っている。 
・くまが池の魚を見ている。 
・小鳥がシーソーで遊んでいる。 
・モグラが花壇で遊んでいる。 
・パンダがなかよく遊んでいる。 
・リスが輪になっている。 
・タンポポが花壇に咲いている。 
・チョウが飛んでいる。 
・チューリップがいっぱい咲いてい
る。 
…。 
 
 
（発言） 
・タンポポ（黄色い花） 
・チューリップ（赤い花） 
・桜（ピンクの花） 
・みんな「花」の仲間です。 
 
・「咲いているもの」と「咲いていな
い（つぼみ）もの」の仲間 
 
・一対一でおはじきを置く 
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ポイント３ 
（魚や小鳥を「仲間分け」する
ための視点の生み出しを図
る） 
➡どっちを向いているかで仲
間分けできる 
 
 
 
 

ポイント４ 
（窓の形を「仲間分けする」た
めの視点の生み出しを図る） 
➡窓のかたちで仲間分けでき
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・おはじきの置かれていないチ
ューリップは、どんな様子です
か。 
 
※チョーリップの仲間は、「咲
いている」ものと「咲いていな
い」ものの仲間にも分けられる
んだね。 
 
・魚は、どんな仲間にわけられ
るかな。 
 
・シーソーで遊んでいる小鳥
は、どんな仲間に分けられるか
な。 
 
 
 
 
・窓のかたちは、どんな仲間に
分けられるかな 
 
 
 
※今日は、いろんな仲間を見つ
けたりその仲間を小さな仲間
に分けたりしたね。 
【振り返り】 
 
 
 
 
 
 
 

 
・おはじきのおかれていないチュー
リップの仲間の特徴を表現する。 
➡「咲いていないもの」「つぼみ」 
 
 
 
 
 
 
・２つに分けられます。 
・右を向いている魚と左を向いてい
る魚に分けられる 
 
・右を向けている小鳥と左を向いて
いる小鳥 
・右側に乗っている小鳥と左側に乗
っている小鳥 
 
 
・さんかくの形・まるいかたち・し
かくのかたちに分けられます 
 
 
 
・いろなん仲間を見つけたよ。小さ
いなかまに分けられたよ。 
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第３時 「たりるかな」 
Ｐ６ 

ポイント１ 
（くまやうさぎがしているこ
とと、その後の結果を話題に
しながら「たりるかな」の問い
を生み出していく） 

ポイント２ 
（全員が入れられるか、足り
るのかについて、予想させな
がら、「足りる」というはっき
りとした根拠をもとめる状況
を生み出しながら問いを生み
出す） 

ポイント３ 
（「線でつなぐ」ことのわかり
やすさと、結果の見極め方、あ
まりと「数の大きさ」の判断の
仕方について、理解させてい
く。） 
 

ポイント４ 
（「線でつなぐ」方法の適用を
図りながら、うさぎの場面で
の「袋」とフックの数の大小に
ついて、調べて判断させてい
く） 
 
 

ポイント４ 
（「線でつなぐ」方法の結果の
みとり方・判断の仕方を話題
にし、「数の大小」の決め方、
「あまり」の意味などについ
て、理解させていく） 

 
 
 
問１ 「くまやうさぎはなにを
していますか」 
 
 
 
問２ くまは、全員のランドセ
ルをロッカーに入れられるか
な。どうすれば調べられます
か。 
 
 
 
・「線でつなぐ」とわかりやすい
のかな、 
・どちらの方があまりますか。 
 
・ロッカーの方が「数が多い」
と言えますか。 
 
問２ うさぎは、袋をフックに
かけようとしています。全部の
袋がフックにかけられるか調
べてみましょう。どうすればよ
いかな。 
・やってみましょう。 
 
 
・全部の袋がフックにかけられ
そうですか。 
 
 
・フックの数と袋の数はどちら
が多いですか。 

 
 
 
（発言） 
・くまは、ランドセルをたなに入れ
ています。 
・うさぎは、袋をフックにかけよう
てしています。 
 
（つぶやき） 
・線でつなげばよいです。 
 
 
 
 
（発言） 
・線でつなぐとわかります。 
・ロッカーのほうがあまります。 
・みんなたなに入れられます。 
・ロッカーの方が「数が多い」です。 
 
 
（発言） 
・線でつなげばよいです。 
 
 
 
 
 
 
・かけられそうです。 
 
 
 
・フックの数の方が多いです。 
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ポイント５ 
（「線でつなぐ」方法で調べさ
せながら、もっとわかりやす
いいい方法へと意識を高めて
いくようにする） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント６ 
（具体物の数を、おはじきの
数に１つずつ置き換えていく
方法を理解させる） 
 

ポイント７ 
（数をおきかえたそれぞれの
色のおはじきの使い方・並べ
方について考えさせる） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・どうしてわかりましたか。 
※フックのあまりを囲む。 
・いくつあまりましたか。 
 
問３ 全員のねずみが、ボール
を使えるかしらべます。線を繋
いで調べてみましょう。 
 
・もっとかんたんに、はっきり
わかるようにするには、どうす
ればよいでしょう。 
 
・ごちゃごちゃしてわかりにく
い時には、「おはじき」を使うこ
とがあります。ねずみの数だけ
青いおはじきを出してならべ
ましょう。 
 
・ボールの数だけ、赤いおはじ
きを出して並べましょう。 
 
 
・どんな並べ方をすれば、ボー
ルが足りるかどうかわかりや
すいですか。並べてみましょ
う。 
 
 
ねずみ ◯◯◯◯◯◯◯ 
ボール ●●●●●● 
 
 
 
 
 

 
・フックの方があまるからです。 
 
・ひとつあまりました。 
 
（数学的活動） 
・線でつなぐ➡線がからんでわかり
にくい。はっきりしない。 
（発言） 
・数を数える・ 
・数を調べる…。 
 
 
（数学的活動） 
・青いおはじきをねずみの上に置き
ながら、ねずみと同じ数だけのおは
じきを机の上にだす。 
 
 
・赤いおはじきをボールの上に置き
ながら、ボールと同じ数だけのおは
じきを机の上にだす。、 
 
（数学的活動） 
➀赤と青のおはじきをたてに並べ
てペアを作って並べる。。 
➁赤と青のおはじきをくっつけて
並べる 
➂赤と青のおはじきを上におきな
がら並べる。 
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ポイント８ 

（数をおきかえたそれぞれの
色のおはじきの「数の大小」が
わかりやすい並べ方について
考えさせる） 
 
 

ポイント８ 
（２つのおはじきの並べ方に
よって、「数の大小」の比べや
すさが違ってくることや、よ
りよい並べ方があることを理
解させていく） 
 
 
 
 
 
 

ポイント８ 
（「ねこ」と「メダル」の数の
大小比較に「おはじき」を使っ
た方法を活用させていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・こんな並べ方をしている人が
います。どちらの並べ方をすれ
ば、わかりやすいですか。 
➀を紹介する。 
（多にも➁➂の方法があるこ
とを知らせる） 
 
・くっつけたり、たてに並べた
りする方法と、バラバラのまま
では、どちらが数の違いがわか
りやすいですか。 
※バラバラに並べて比べる方
法を紹介して、「わかりやすさ」
を比較させる。 
 
・両方のおはじきを、まっすぐ、
たてにそろえるように並べる
とわかりやすいですか。 
 
問４ 「ねこ」とメダルの数で
はどちらの数が多いでしょう。
おはじきをならべる方法で比
べてみましょう。 
 
・「ねこ」の数だけ青いおはじき
を出して並べましょう・ 
 
 
・メダルの数だけ、赤いおはじ
きを出して並べましょう。 
 
 
・きちんと並べて、どちらが多
いか比べましょう。 
 

 
（発言） 
・わかりやすいです。 
 
 
 
 
 
（発言） 
・くっつけたり、たてに並べたりす
る方が、数の違いがわかりやすいで
す。 
 
 
 
 
（発言） 
・わかりやすいです。 
 
 
（数学的活動） 
・おはじきの赤と青の二色を使っ
て、それぞれの数に置き換えて比べ
る。 
 
・ねこの数を青いおはじきに置き換
える。 
 
 
・メダルの数を赤いおはじきにおき
かえる。 
 
 
・それぞれのおはじきを、「並べた
り、くっつけたり、上においたり」
して、数の大小を比べる 
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ポイント９ 
（数が「同じ」ということの根
拠を、おはじきの並び方をも
とに、表現させる） 
 
 

ポイント 10 
（どちらも「あまり」がないこ
とと「同じ数」との関係を具体
的な事象をもとに判断させ
る） 
 
 
 
 

ポイント 11 
（ふりかえりをして、新たな
知識・技能について具体的な
操作と関連づけながら「まと
め」をする）【振り返り】 
 
 
 
 
第４時 「かたちをみつけよ
う」教科書Ｐ８ 

ポイント１ 
（「まる」「しかく」「さんかく」
などのかたちを話題にしなが
ら、「絵」のなかにある「かた
ち」を見つける意欲を高めて
いく） 

 
・どちらの数が多いですか。 
 
 
・ねことメダルの数は「同じ」
といってよいですか。 
・どうして「同じ」と言えます
か。 
 
 
・どちらもあまりがない時には
「同じ数」だと言ってよいです
か。 
 
・ねことメダルをくっつけた
り、並べたりすれば、数が同じ
かどうかわかりやすいと言っ
てよいですか。 
 
問５ 今日は「たりるかな」「使
えるかな」「みんなもらえるか
な」などについて調べる方法を
勉強しましたね。 
どんな比べ方をしましたか。 
※「線でつなぐ」「おはじきを使
って、並べて比べる」などがあ
りましたね。 
 
問１ 左のページから「いろい
ろなかたち」を見つけましょ
う。どんな形がありますか。 
 
 
 
 
 

 
・同じ数です。 
 
 
・「同じ数」だと言えます。 
 
・どちらもくっついていて、あまり
がないからです。 
 
 
（つぶやき・頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
 
 
 
 
 
・よいです。 
 
 
 
 
 
 
・線でつないだり、おはじきを使っ
て、並べたりとい、数を比べました。 
 
 
 
 
 
 
（つぶやき・発言） 
「まるいかたち」 
・信号機のランプ 
・くるまのタイヤ 
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ポイント２ 
（「まる」「しかく」「さんかく」
などのかたちには、いろいろ
な大きさや向き、色などがあ
ることをおさえ、どれも「同じ
かたち」という捉えさせてい
く） 

ポイント３ 
（左のページで見つけた「さ
んかく」「まる」「しかく」のか
たちの特徴をもとに、右のペ
ージからもかたちを見つける
見通しをもたせて、活動させ
ていく） 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント４ 
（教室や自分のもちもの、学
校にあるものから「まる」「さ
んかく」「しかく」などのかた
ちを見つける活動をしくむ➡
算数の学習を生活とつなぐ） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
※いろいろな大きさや特徴の
ある「まる」「さんかく」「しか
く」があることをおさえる。 
 
問２ 右のページから、「さん
かく」や「まる」「しかく」のか
たちを見つけましょう。どこに
どんな形がありますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３ 教室や学校のなかにあ
る「まる」「さんかく」「しかく」
のかたちを見つけよう。 
 
・具体物がなければ、写真等で
紹介してもよい。 
 
 

 
「しかくいかたち」 
・車の窓 
・信号機のまわり 
・先生のもっているはた 
・ビルのまど 
・男の子が追っているおりがみ 
 
「さんかくのかたち」 
・お何の子がおっている折り紙 
・チューリップの花びらのかたち 
…。 
 
「さんかく」 
・体育館の天井 
 
「しかく」 
・肋木 
・得点版 
・ドッジボールのコート 
・教室のドア 
・掲示物の作品 
・消火栓のかたち 
・机 
「まる」 
・ボール 
・そうじとうばん表 
…。 
 
（発言） 
できるかぎり具体物をもとに発表
させる。 
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